
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」は、日本各地の素晴らしい名品やその背景にあるストーリー、地域を元気

にする様々な取り組みやチャレンジを発掘し、地域の内外に発信することを目的とした表彰制度です。

2015 年度から始まり、今年度で６年目を迎える本事業は、地方創生に向けて志を同じくする民間企業の

主体的な集まりである「ふるさと名品・オブ・ザ・イヤー実行委員会（実行委員長：古田秘馬、以下「実行

委員会」）が運営しています。 

 

今年度の「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」では、昨年度の「名品部門」、「交流コンテンツ部門」の２カテゴ

リーを「モノ（名品）部門」、「コト部門」の２部門に再編し、それぞれの部門において地方創生賞を選定する

とともに、各部門の中から最も優れたものを地方創生担当大臣賞として選ぶこととしています。 

2020 年 11 月 13日(金)から本表彰制度へのエントリーの受付を開始しておりますので、公式ＷＥＢサイト

（https://furusatomeihin.jp/）をご確認の上、積極的にご応募ください。 

 

モノ（名品）部門は食品や加工品、工芸品等の商品化がされているもので、コト部門は観光商材、サー

ビス、関係人口施策のほか、新たな生活様式に対応した地域を活性化する新たな取り組みや活動を募

集していきます。いずれの部門も、地域の特色を活かし直近３年以内に商品化されたものや、活動をエント

リー対象とします。ただし、販売・発表から数年経てもまだまだ認知のない名品であればエントリー可能としま

す。 

 

それぞれの名品や、名品をめぐる人材・取り組みが、どれだけ地方の変革に向けた機運を醸成し、その

実現に成功したかという観点から選考・表彰していきます。 

 

実行委員会は、地域の将来を支える名品の発掘や市場開拓、それらを実現する人材や取り組みを支

援することを目的として、本日発表した表彰制度に加え、地域商社協議会を開催するなど、参加する民

間企業間での連携を図りながら地方創生に向けたサポートを今後とも展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

国内の 10 事業者・団体が集結し 

地域に眠る名品、それを支えるストーリーを今年も発掘します！ 

「2020 年度 ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」 
https://furusatomeihin.jp/ 

 

 
 

https://furusatomeihin.jp/


 

 

 

＜「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」実行委員会＞ 
 
実行委員長： 古田 秘馬 
 
幹事社（３社）： 株式会社ジュピターテレコム（J:COM）、株式会社JTB、株式会社テレビ東京コミュニ

ケーションズ 
 
会員企業・団体（7社）： 

株式会社インターローカルパートナーズ、紀尾井町戦略研究所株式会社、株式会社
さとふる、日本郵政株式会社、株式会社羽田未来総合研究所、エコッツェリア協会、
一般社団法人モテパパLAB 

 
後援：  内閣府、経済産業省（申請中） 
 
 

＜ふるさと名品オブ・ザ・イヤー 2020 募集要項＞ 

募集期間 ： 2020年11月13日（金）～2021年1月15日（金） 

 

応募方法 ： 公式WEBサイト（https://furusatomeihin.jp/）より、ご応募ください 

 

お問い合わせ先： furusatomeihin@jtb.com 

 

【ふるさと名品オブ・ザ・イヤー 2020 地方創生大賞、地方創生賞】 

それぞれの名品や、名品をめぐる人材・取り組みが、どれだけ地方の変革に向けた機運を醸成し、その

実現に成功したかという観点から選考・表彰する賞。「モノ（名品）部門」、「コト部門」の２つのカテゴリごとに

地方創生賞を５つずつ用意し、それぞれのカテゴリの最高位を地方創生大賞（地方創生担当大臣賞）とし

ます。 

 

応募条件 ：本年12月頃までに、地域の特徴を生かした最近３年以内を目安に新たに販売・発表された

商品を対象とします。ただし、販売・発表から数年経てもまだまだ認知のないコト・モノであれば受賞可能と

判断する予定です。 

選考フロー ：一次審査・二次審査・最終審査の三段階の審査を行います。 

授賞内容 ：「モノ（名品）部門」、「コト部門」の２つのカテゴリごとに地方創生大賞２点と地方創生賞８点

を授賞 

 

【受賞者の権利】 

① 受賞名品は、販促機会に「受賞ロゴ」を使用できます。 

② 各事業者の特徴を生かした販促機会が（ECサイト無料掲載など）提供されます。（予定） 

 

＜2020年度の「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」実行委員会の取り組み＞ 
 

① 表彰制度 

「地方創生大賞」「地方創生賞」を設け、各事業者・自治体の商品や取り組みを支援してまいりま

す。 

 

② 地域商社協議会 

内閣官房、経済産業省、ふるさと名品オブ・ザ・イヤーが共同で官民連携の定期セミナーを開催し、公

式サポーターと自治体のマッチングの場として展開しています。次回は、2021年２月１日(月)に開催予

定です。  
https://furusatomeihin.jp/kyogikai.php 

https://furusatomeihin.jp/
https://furusatomeihin.jp/kyogikai.php


 

 

 

＜2019年度「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」受賞品＞ 
【地方創生大賞・名品部門】 

tsu tsu mi（宮城県伊具郡丸森町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地方創生大賞・交流コンテンツ部門】 

斬新的発想で大混雑・白川郷イベントの地域課題を一掃（岐阜県大野郡白川村） 

 
 

【地方創生賞・名品部門】 

 
【地方創生賞・交流コンテンツ部門】 

 
 ＜お問い合わせ先＞ 

ふるさと名品オブ・ザ・イヤー実行委員会事務局  
大谷：070-1054-7835 
佐竹：080-7631-3004 

EMAIL: furusatomeihin@jtb.com 
時間：月〜金9:30-17:30（土日祝 休業） 


